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　ふるさと体験塾（野外活動の基礎）

　双海地区体育部長会（レクバレー抽選会）
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各小・中学校で入学式が行われました。新たな門出を迎えた新入生の皆さんは「わくわく、ど

きどき」の入学式となったのではないでしょうか。新しい環境の下、たくさんの友達や先輩たち

とともに、勉強や部活など精一杯頑張って、楽しく充実した学校生活を過ごしてくださいね♪

下灘小学校 ３人（男子１人 女子２人） 翠小学校 ４人（男子３人 女子１人）

由並小学校 ７人（男子４人 女子３人） 双海中学校 １９人（男子７人 女子１２人）

３月29日(金)、下灘駅で双海町ジュニアリー

ダー会が、エイプリルドリームプロジェクトを実

施しました。

このプロジェクトは、「4/1を夢を発信し、日

本全国が夢であふれる日」として、桜の花をかた

どった用紙に夢を書き発信する活動です。

当日はジュニアリーダー会をはじめ、地域住民

や観光客など多くの方が参加し、夢の桜が満開に

なりました。参加者が書いた夢の桜は3/29～

4/2まで、下灘駅の駅舎内に展示しました。

今年度より出海の後任で参りました武智

大海です。主に下灘地区、社会体育、高齢

者教室、青少年の補導等を担当させていた

だきます。公民館主事として地元双海の更

なる発展の力になれるよう精一杯努めてま

いります。よろしくお願いいたします。
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■テーマ 「仲間」・「健康」・「生きがい」を求める公民館活動の推進

■重点目標 ①世代間交流の充実 ④コミュニティビジネスへの挑戦

②中壮年層、青年層が活躍できる場の創出 ⑤積極的な情報発信

③地域人材の発掘

■双海地区公民館の主要施策と取組

１ 公民館まつりやふれあい研修会、家庭教育学級などの生涯学習の推進

２ 高齢者教室や自治公民館単位での健康・福祉の増進

３ ふたみ球技大会や市民体育祭、各種教室などのスポーツを通じた世代間交流の推進

４ こども教室や夕焼け村などの青少年健全育成の推進

５ 双海地域版講師バンクの制作及び活用による地域ボランティア活動の推進

６ 自治公民館の活動における相談・支援及びコミュニティビジネスへの相談・支援

７ 学習施設や備品の設備充実と活用

８ 毎月の公民館だよりの発行及びSNSによる積極的な情報発信

自治公民館はこれまで地域に根差した活動を行い大きな成果を収めてきたが、近年、新型コロナウイルス感染症

の影響により活動を自粛、縮小または中止しなければならなくなった。今後も地域課題の解決やコミュニティの場

として重要となる自治公民館であるが、集落の人口減少や少子高齢化といった課題に加えて、新型コロナウイルス

感染症の影響により、アフターコロナとなった現在も活動の再開が困難になっている自治公民館が出てきている。

一方で、令和５年度は５月に新型コロナウイルス感染症の感染法上の分類が季節性インフルエンザと同等の「５

類」へ引き下げられ、様々な活動が再始動された1年でもあった。

双海地区公民館は、これらの内容等も踏まえ、社会情勢の変化や新型コロナウイルス感染症の影響により低下し

つつある住民の活動と学習に対する意欲を再向上させ、コロナ禍において中止・休止となった活動の再開も含め公

民館活動の基本である「つどう、まなぶ、むすぶ」を実践するため、①世代間交流の充実、②中壮年層、青年層が

活躍できる場の創出、③地域人材の発掘と育成、④コミュニティビジネスへの挑戦、⑤積極的な情報発信の５つの

方針を推進する。

双海地区公民館は、住民がより一層の連帯感を醸成するため、これら５つの方針を基に地域の文化や生活の向上、

さらには真に生きがいのある充実した地域づくりを推進する。

レディースセミナーでは、受講者同士で講座内容を話し合い、生活に役立つ

様々な講座を開講しています。令和５年度も多くの方の学びの場として開講し

ますので、ぜひ、ご参加ください。

開 催 日 ：年間９回（予定）

内 容：第1回（6月2０日予定）にて講座内容･日程を協議します。

（参考：令和５年度 寄せ植え、陶芸など）

場 所：双海地域事務所など

定 員：３０名程度

受 講 料 ：年１，０００円（講座内容により別途材料費が必要です）

締 切 日 ：令和６年５月３１日（金）

応募方法：双海地区公民館までお電話ください。

電話番号：０８９－９８６－１１１４

～偶数月はオピニオンの月！～

どなたでも１講座から受講できます。３講座以上受講した人には修了証をお渡しします。

■日程・内容 ■受講料 無料

■時 間 19時00分～20時30分

■場 所 伊予市役所４階 大会議室

■その他 筆記用具を持参してください。

■申 込 ５月３１日（金）までに社会教育課又は

双海地区公民館へお申し込みください。

社会教育課 ☎９８２－５１５５

双海地区公民館 ☎９８６－１１１４
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11日 双海地域補導委員会10日 双海地区公民館運営委員会 23日 双海地区体育部長会

23日

13日 双海地区自治公民館長会

16日

11日 双海町こども教室実行委員会

20日 レディースセミナー

12日 双海地区自治公民館長会 ふたみ球技大会（レクバレー）

ふるさと体験塾（第２回）

25日 ふるさと体験塾（第１回）

23日 双海地区体育部長会

22日

15日

４ 月 の 行 事 予 定 ５ 月 の 行 事 予 定 ６ 月 の 行 事 予 定
4日 スポーツ推進委員会 19日 ふたみ球技大会（ソフトボール） 6日 双海地区公民館運営委員会

双海地区体育部長会

調整中

７ 月 の 行 事 予 定 ８ 月 の 行 事 予 定 ９ 月 の 行 事 予 定

22日 双海地区老人部長会

調整中 下灘クリーン運動

3日 上灘公民館まつり実行委員会 1日 おもしろ大作戦 8日 夕焼け村

調整中 由並小学校高齢者一日入学

翠小学校春の交流会

21日 おもしろ大作戦

19日 レディースセミナー

11日 下灘公民館まつり実行委員会

8日 夕焼け村説明会
14日

23日 双海地区体育部長会

18日

6日 ふるさと体験塾（第３回） ～

夕焼け村

22日 レディースセミナー

30日 下灘ニュースポーツ大会抽選会

25日 レディースセミナー

調整中 公民館運営委員・館長合同研修

29日 上灘市民体育祭

上灘ニュースポーツ大会抽選会17日 スポーツ推進委員会

１０ 月 の 行 事 予 定 １１ 月 の 行 事 予 定 １２ 月 の 行 事 予 定

13日 下灘ニュースポーツ大会

3日 下灘公民館まつり 5日 双海地区公民館運営委員会1日 上灘公民館まつり実行委員会

16日 ふるさと体験塾（第５回）

19日 レディースセミナー3日 下灘公民館まつり実行委員会 10日 上灘公民館まつり

23日 地方祭

３ 月 の 行 事 予 定

28日 レディースセミナー

24日 レディースセミナー

27日

調整中

調整中 下灘駅花まつり

調整中 翠小学校秋の交流会

ふるさと体験塾（第４回）

23日 レディースセミナー

30日 双海地区自治公民館長会

27日 レディースセミナー

18日 ふるさと体験塾（第６回）

16日 おもしろ大作戦

6日 双海町こども教室実行委員会

１ 月 の 行 事 予 定 ２ 月 の 行 事 予 定
12日 伊予市二十歳を祝う会

20日 双海地区公民館運営委員会

1日 ふるさと体験塾（第７回）

４月７日(日)灘町５丁目公民館で、

天一稲荷神社御旅所周辺の清掃活動

が行われました。当日は、２０名を超える地域の

方が集まり、早朝から草刈や、本尊山の道の整備

を行いました。

今後、５丁目地区では、天一神社の餅まきや、

春の大祭に合わせて活動されるようです。

３月３１日(日)奥東公民館でお花見が

開催されました。当日は、１５人の

地域の方が集まり、食事を食べながら奥東に咲い

た桜を見て楽しい時間を過ごしました。

また、一枚、奥東公民館に飾られている集合写

真が増えそうです。参加された皆さんお疲れ様で

した。

今年度もよろしくお願いいたします。

開　催　日 内　　　容

６月３日（月） その人らしく生きるために（介護と人権）

８月７日（水） 子どもの人権と支援

10月８日（火） 子どもたちの多様性を「可能性」に

12月６日（金） 共に生きる（男女共同参画）

２月４日（火） 部落差別解消の歴史


